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49小包郵便物料金令の一部を改正する政令 3. 28 
53義務教育費国庫負担法第2条但書の規定に
基き教職員給与費等の国庫負担額の最高限




























4 労働基準法施行規則の一部を改正する省令3. 23 
I 〔大蔵省〕
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1 0- 5  職員の放射線障害の防止の一部を改正す
る規則 3. 25 
2-3 人事院事務総局の組織の一部を改正す る
規則 3. 30 







令 2. 28 
事務局lと部を置く国立大学等を指定す る訓令の








1 43 昭和 41年度に於いて使用する小 学校， 中
学校及び高等学校の教科書の定価を認可
した件 2. 9 
大 学院入 学資格指定の一部を改正す る件1 46 




tfJ 2 J羽校） 2 .  3 号外8
〔人事院〕
公示i 人事院規10則一2 及び1 0-6 K定め る人
事院の権限及び所掌事務の一部の 委任に
関し決定した件 2. 19 
グ 2 昭和 39年人事院公示第7号の一部改正に
関し決定した件 3 .  31 
事務総局 昭和 26年人事院公示第24号等の一部改公示 1 正に関し決定した件 3. 30 
学 内 規 則
富山大学教育学部附属学校規則の制定
富山大学教育学部附属学校規則を次のよ う に制定す る。




第1条 乙の規則ば，富山大学教育学部附属小 学校， 中学
校及び幼稚園（以下「各校」 という 。） に関して必要な
事項を定めるものとす る 。
（目的）











第4条 学年は，4月 1 日 l乙始ま り，翌年 3 月 3 1 日 lζ終わ
る。
第 5 条 学年を分けて，次の 3 学期とする。
第 1 学期 4 月 1 日 から8 月 311ヨま で。
第2 学期 9 月 1臼から1 2月 3 1 日 まで。
第3 学期 1 月 1 日 から 3 月 31Bまで。
第 6 条 休業 日 は，次のとおりとする。ただし，各校にお
いて特別の必要がある場合は，乙の限りでない。
(1）国民の祝 日
(2) 日 曜 日
(3）富山大学及び各校の創立記念日
(4）春季休業 4 月 1 日 から 4 月7 日 ま での聞に設け
る。
(5）夏季休 業 7 月 18 日 から8 月 3 11ヨま での聞に設け
る。
(6）冬季休 業 1 2月18 日 から翌年 1 月 1 3 日 ま での聞に
設ける。






第8条各校の学級数及び収容定員は， 次のとおり と す
る。
（土竺J 学級数 ！ 塑員 ！ 入 学定員 同 定 員 ｜
小 学校 ｜ 1 2  ! 40名｜ 8 0名1 48 0名
ザ戸－！ 日 ？？ ｜ 一空_I�
刃向1 2 I 351 －お －「九一
（入 学及び転入 学）
第 9条 入 学の時期は，学年の始めとする。 ただし，転入
学については， との限りでない。
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を， それぞれ「間話専攻」， 「社会！，�1：攻」 ， 「数学専攻」
理科専攻J . 「音.'.!i'i専攻」 ．「図凶工作 ・ 美術専攻」， 「体育
・保健体育専攻」， 「家庭専攻」， 「技術専攻」．「英語専
攻」， 「教育学専攻」 及び「教育心｝j'.学専攻」 に改める。





第10条 休学， 転学文は退学する者は， その理由を具し，
校長に願い出て許可を得なければならない。
（卒業）





い。 ただし， 入学を許可するための試験， 身休検査， 書
1日その他による選考等を行なうときは， 小学校lとあって
は300円， 中学校にあっては450円の検定料を徴収する。










































































「l地学実験I 121 I I」を「直亭実験1 121 121」に，















体育 ・ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 保健体育｜ 家 庭｜技 術｜英 語｜ 教 育 学 ｜ 心 理 学｜
霊亙豆匡瓦旦住笠旦佳旦旦佳旦旦僅亙豆｜














「ー----i言三喜学概論 ： 21下TI寸 引！ ！国語 概 論i 2 1 21 1 21 I I 
｜国語学：冨富一石話 ；m二互こ Il \ Iζ改める。I i国語 演 習：4 1 ト三イ 2直言肩百！｝講義l τー「一寸 互｜」
別表E数学専攻の表中「｜数学概論｜数学概論i」を「に二
墜豆亙語i」lζ改める。
別表E英語専攻の表中「i言語学言語学概論；21 l 2 I リ



















































： 教材研究｜型 紙 E ＇.�117 1 16 1 I ；教一科｜前夜1[－詰）トトトー｜一一一教育法惨 照！ 43 I ! I ；一一一 ！踊薮育あ一！一！一一lー「一一
i fク.o! 4 I 2 ! ! ! ' ； ＂－川 ;7t, l ! , ; I i一一；長五11 4 14！一一 ；31-
! 3o i 6 i 1 s I 2 









l_J �日i i I �I -I 
攻
開 設 養学科 目 Z士J呪ζ 業 不｝ 目 単 位 J 
教育原理 4 ' 教育学演習 4 教 育課程 2 
教育学 教育学教育方法概説 2 学習指導 4 生活指導 2 視聴覚教育 2 1教育学特別講義 4 
4 教育史教育史西洋教育史 4 教育哲学 2 
教 育行政 2 教育法規 2 l教育制度 教育制度 学校管理 2 学級経営 2 教育財政 2 
教育社会学 4 2 図書館学 4 
j主理事｜時
4 4 2 4 
専J、 ，子育
中学校 教 員養成課程
障を｜関目11言葉？門I 2 I �1·:41�i I 3 ザ菱I 3 I是認盟I 4 
器引2 I開予言I 3 
－－－� I 2 I ；＂�11 4 i 音楽科教 育 ｜ 議ff·��－121言問i 13 
! _ ＿＿：術 科教育 I ＇�伊 I 2 I言�f1:4r'13 
｜ ｜野間I 3 
f 究 l 2 1t12
？中�I
2 I 
t科竺！ I l 計的I 3 


























教 育 心 理 学 専
fj" ζ 業 科 目
教











目 及び単位数） 」の表の見出しを 「化学工学科」に改め，
同表を生産機械工学科の表の次に移し， 同表中「工業計測
」を「計測工学」に改める。
別表（1）生産機械工学科の表中「l金属工学概論I 3 I 
｜鉄鋼材料学l 3 i 
「j I ｜ 金属 組織学I 4 ! 
1非鉄材料学 I 3 I」




























































：資金前渡官吏とし！部局等名 ｜て指定す る官！犠 ！ 
i 事務局及び学｜生部 ｜ 出 納 係 長 i
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学に お け る一般競争参加資格審査
員等の官職指定lと関する内規











第1条 と の内規は， 予算決算及び会計令 （ 昭和22年勅令
第 165 号 以下 「政令」という。 ） その他関係法令等の定
イ壬主務
め る ところ に よ り ， 富山大学 （ 以下「本学」 という。 ）
において行なう一般競争参加者の必要資格を定め る た め























































































































































































































































































































































































































































































































































































18 I 76 I 
18 I 12 1」 に改
ζの規程は，昭和41年3月15日から施行し，昭和38年4














































改 正にあた っては， あらかじめ主任技術者の参闘のもと i同案し，これを決定するものとする。 ｜ （保安業務組給）
第4条 電気工作物の工事， 維持及び運用lζ関する詰任の
所在並びに電気工作物の工事， 維持及び運用に関する保
安業務（以下「保安業務」 という。 ） を執行するための
組織構成は， 次の各号 l乙定めると とろによる。
(1) 学長は， 保安業務を総括管理する。




















2 管問者｛ま， 法令lζ誌づいて行な う所管官庁；ζ提山する
書類の内容が保安業務に関係ある場合には， 主任技術者
の参画のもとに立案し， 決定するものとする。
3 管理者は ，所管官庁が法令に以づいて行な う検査 Iと は ．
主任技術者を立ち合わせるものとする。
（主任技術者の職務）
























































































｜ 別表第 1 保安業務の組織図
I （事務局長）一｜（主｛壬JI l一本 部施設： 課長｛ ！雨｜一副
l ｜ 学 部 ；二 ！ 事務長（＋南助｜ ｜ （学部長） 一一一－； ; 者） 
｜ 学一I 
（図書；館長）i 長 i一 F付
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昭和41年 3 月 初 日 i 
富山大学長 砧田 嘉右衛門
富山大学学則の一部を改正する学則
富山大学学則 （昭和25年 1 月 20 日制定） の一部を次のよ
う に改正する 。
第3 条 中 「本学創立記念日」 を 「本学創立記念日 5月31
日」 に改める。
第5 条薬学部の項中 「薬学科」 の次l乙 「および製薬化学
科」 を加える 。




わ らず各学部の定めると と ろ に より， 当該教授会の議を
経て入 学を許可する こ とがで きる。
(1) 学士の称号を有する者
(2） 本学の退学者で再入 学を志願する者
(3） 他大 学の学生で転入 学を志願する者





第31条 授業料は， 年 1 2 . 000円 と し ， 次の 2 期lζ分けて毎
期6 . 000円ずつ納付するも のとする。
前期 （4 月 1 日 から 9 月30日まで 〉 4 月 市納付
後期 （ 1 0月 1 日 から翌年3 月31日まで 〉 1 0月 中納付
2 前項の規定にかかわ らず， 昭和37年度以前の入 学者の
授業料は， 年額 9 , 000円 とする。
第35条 第 1 項 中 「検定料と し て金 1 .500 円 」 を 「検定料
3 , 000 円」 K. , 「入 学料 と し て金 1 ,500 円」 を 「入 学料
4 . 000 r1J」 に， 同条第2 項 中 「転入学， 編入学， 再入学ま
たは学土入学」 を 「編入学， 再入学また は 転 入 学」 に，
「転入学等」 を 「編入学等」 に改める 。
第50条 中 「小学校教員養成課程 100名 370名 を
中学校教員養成課程 50名 275 名」
「小学校教員養成課程 100名 380名
中学校教員養成課程 50名 250名」 に，
「薬学科 80名 320名 」 を
「薬学科 50名 290名. I乙，製薬化学科 50名 50名」
「工業化学科 40名 220名 J を
; 「工業化学科 40名 200名 」 lζ，
I 「生産機械工学科 40名 1 20名 企
化学工学科 40名 40名」 古
「生産機械工学科 4 0名 160名
に改め る 。化 学工 学科 40名 80名」
第56条中 「経済学専攻科 経理経営専攻」 の上に
「教育専攻科 教育専攻：」 を加え る 。
第58条 中 「経済学専攻科 経型経営専攻 1 0名 」 の上lζ
I 
「教育専攻科 教育専攻 5 £j �1JDえる
第59条を次のよ う に改める。
第59条 専攻科に入学する ζ と ので き る者は， 学校教育法
- 12 -
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「
l乙
生産機械｜ 切削加工， 工業計測， 塑性加工，工 学 科 ｜ 制御機器
化学工学｜反応工学， 拡散単位操作 ， 機械的





1 乙 の 学Jl!J( 改 正）｛ま ， 昭 和 4 1 年 4 月 1 日 か ら施行 し ． 昭和
4 1年度の入学者から適用す る 。 ただし， 第 5 条及び第50
条の製薬化 学科 lζ 関す る 規定並 び に 別表第 1 の改正につ
いて は ， 昭和41 年 4 月 5 日 か ら 施行 し ， 昭和41 年 4 月 1
日 か ら 適用す る 。
2 昭同41 年度以前に入 学す る 者の選抜lζ 係 る 検定料の額
は ， 第35条節 1 項， 第62条 ， 節目条第 2 項及び第67条第
4 項の規定に かかわ ら ず， な お 従前の 例に よ る 。
第12回 評 議 会
（議題）
富山大学教育学部附属学校規則 （案） について
41 年度富山大学大学院薬学研究科入 学者第 2 次募集 lζ
ついて
工学部の古．招集中移転問題について
第13回 評 議 会 （ 2 月 1 1 日 ）
（議題〉
宮山大学教育学郎規程の一部改正 （案） に つ い て
富山大学経済学郎規程の一部改正 （案） に つ い て
宮山大学工．学部規程の一部改正 （案） に つ い て
40年度卒業式並び、 に4 1 年皮入学式に つい て
4 1 年度入学者選抜基準について
4 1 年度富山大学科学教育研究室案内 に つ い て
高専並び に短大卒業者の編入学に つ い て
4 1年度富山大学学生募集要項の一部補足について
第 3 回 協 誠 会 （ 2 月 1 1 日 ）
（議題）
富山大学附属図書館長の 選考 について
第14回 評 議 会 （持廻 り ）
（議題）
1 .  41年度富山大学教育専攻科学生募集要項 （案） 並びに
入学案内 に つ い て
第15図 評 議 会
（議題）
教官人事につ いて
4 0年度富山大学卒業生及び修了生の認定につ い て
富山大学文理学部規程の一部改正 （案〉 に つ いて
富山大学経済学部規程の一部改正 （案） につ い て
3 .  
第57条第 2項および同法施行規則第70条第 1 ：明ζ定める
資格を有す る 者 と し ， そ の入 学許可は 選考の上行な う も
の と す る 。
第62条を次の よ うに 改め る 。
第62条 専攻科の授業料等は， 次のと お り と し ， その徴収
方法に つ いては ， 第、 6 章の規定を準用 す � c
授業料 年額 1 2 ,000円
検定�4 3 . ooo円
入学科 4 , 000円
第92条の 2 中 「専攻科生」 を 「専攻科の 学 生」 Iζ 改 め
る 。
第64条中各号列 記以 外 の 部分を次の よ う に 改める 。
第E4条 専攻生と し て入 学す る ζ と の で き る 者は， 次 の 各
号のーに該当す る 者 と し ， そ の入 学許 可は各学部教授会
に お い て選考の と行 な う も の と す る 。
節目条 冴5 2 項 rj:1 「検定料 と し て金750円」 を 「検定料 1 . 5
00 円」 に， 「入学朴と して金750円」 を 「入学科2 ,0DOPJ」
に改め る 。
気%7条 9(� 1 項 及びW68条 ?H l 項 中 「各学部に お い て ，
考の ！二」 を）jlj る 。
第67条 %＼ 2 項を次 の よ う に 改め る 。
2 聴講生と して入学す る と と ので き る者は， ttm条の各
号のーに該当する者と し ， その入学許可は各学部教授会
において選考の上行な う も のとする 。
同 条 仰 3 項 中 「授 業料 と し て金400円」 を 「t＇. 業料400JIJ
j IC ， 同条第4 項中 「検定料 と して金 750 円 」 を 「検定料
1 , 500F!J」 l乙 ， 「入学料と して金 750円」 を 「入学料 2 , 000
円」 に改め， 同 条第 5 亨1を削 り ， 同条卸 6 亨1を同条 河� 5 項
報
諸
( 1 JJ 1 7 日 〉
i主 主�� 匝筑
2 .  
選
41’nノι
内ぺU凋4ephdと す る o
i'n68条中 「第 6 項の規定」 を 「第 5 項 の 規定」 に 改 め
6 .  
7 .  
8 . 
る 。
釘&72条 郊 2 項 中 「月 額金」 を 「月 額」 lζ， 同 条 錦 5 項 中
「U\35条l乙 準 じ」 を 「US36条 の規定l乙準 じ 」 に改め る 。
別表郊 1 教育学部の項の学科 目 欄 中 「発達心理学」 の 次




薬化学， 薬 品分析化学， 生薬学，
薬品物理化学， 薬 品合成化学， 衛
生化学， 薬剤 学， 薬剤製造学， 薬
品生物化学， 薬品作用学 l」
( 3 月 1 5 日 〉
．．．． 
41・ηノιハベυA4』
「i薬学部｜ 薬学科 ｜ 薬化学， 薬 品分析化 学， 生薬学，｜ ｜ ｜ 衛生化学， 薬剤学 ， 薬品生物化学 ．｜ ｜ i 薬 品作用学｜ ｜一一一 ！ ｜ に ，
I l 製薬化 i 菱 品物哩 化学， 薬剤製進 学， 薬 品1 学 科 ロ 成化学｜ ｜ 一一一一 i」
際機械 1 1 切削加工 ， 工業計測 ， 塑性加工 ｜ 工 学 科 ！ p王学｜ 反応工学， 拡散単位操作 ｜」 を
「
- 1 3  -
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5 . 富山大学工学部規程の一部改正 （案） について 第16国 評 議 会 ( 3 月 25 日 ）
6 .  富山大学電気工作物保安規則 （案） の制定について （議題）
7 . 4 1年度入学者選抜学力検査問題採点委員及び調査書審 1 . 入学試験について
査委員の委嘱について 第17図 評 自民 会 （ 3 月 初 日 〉
（議題）8 .  国立大学入学試験 1 期校， 2 期校に関す る ア ンケー ト 1 .  富山大学学則の一部改正 （案） についてについて I 2 .  4 1年度入学試験合格者の認定について9. 卒業式， 入学式！と大学歌の合唱並びに奏楽について 3 .  沖縄留学生の入学について
4. 4 1年度富山大学教育専攻科入学者選抜選考について
5 .  経済学部学士入学について
人 事 異 動
現 官 職 ｜ 氏 名 ｜ 異 動 内 容 i 発令年月 日 ｜ 発 令 庁
助 （教議長部〉 授 ｜ 井 上 文 武 ｜ 教授同任させる I 4 1 . 3 . 2s I 文 部 省
（ ； ） ｜ 黒 坂 富 治 ｜
教 （ グ ） 授 ｜ 酒 井 康 彦 ｜ 附属図書館長時任す る （？れまで） 1 4 1 .  2 .  20 1 グ
｜ 岩 城 敏 博 l 助手 （工学部〉 叫用す る I 4 1 . 1 .  1 I 宮山大学
｜ 砂子田 仙 吉 ｜ 技能補作員 （施設課 ・ 汽缶土） ＇と採用する 1 4 1 . 1 . 5 1 // 
｜ 坪 田 広 信 ｜ 事務補佐員 （文浬学部） 問用す る _! 4 1 .  2 .  1 1 // 
議助 ま地��議議手 ｜ 笠 原 昇 ｜ 文部事務官 （富山大学庶務課） に転任させ る l 41 . 3 .  1 I // 







｜ 石 黒 国 雄 1 // 1 4 1 ・ 2 . 1 0  I 文 （ 官 ｜ 柳 瀬 秋 夫 ｜ 助手同任させる I // I // 
c : ) I 高 安 紀 1 // I 4 1 .  3 .  1 I // 
事 予工�f 員 ｜ 外 正 春 ｜ 辞職を承認する 1 4 1 . 2 . 1 9 / // 
( ; ) ｜ 村 中 裕 子 1 // / 41 . 2 .  2s 1 // 
用 （学 室 課） 員 ｜ 村 中 晴 治 ｜ グ / 41 . 3 . 3 1  1 // 
講 （教育事学部） 師 ｜ 石
黒 国 雄 1 // （山梨県立女子短期大学問出） ｜ グ I // 
文 （部 グ 務） 官 I 山 口 雄 啓 ｜｜ 
教（附属中学校）諭 ｜ 内 山 治 孝 ｜ グ （地方教宮崎出〉 I // I // 
（附属ふ学校） ｜ 嶋 田 久 一 ｜ ヂ （ グ ) I // I //  
（ 。グ 〕 I 芯JJt疋 え土些止 4仏h佐If I ゲ，， 
文 ＇��
技
官 ｜ 野 島 富美子 1 // I // I // 
文 （ 部 。 〉 官 i 野 村 美紀予 1 // 
( ; ) ｜ 正 橋 昭 子 1 // 
助 （工 学 部〉 手 ｜ 松 田 秀 雄 l // 
（ ； 〉 ｜ 平 木 道 幸 ｜
文 （ 部 。 技 〉 官 ｜ 堀 田 吉太郎 ｜｜ 
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附 属 図 書 館 長 選 出
j長岡F付属 図書館長の 任期満了 （ 2 月 1 9 日 ） ！こ と も な い ，
9 月 1 1 日 開催の協議会に おいて， かねて附属図書館内議会
が推せん し た 浅間忠知 （工） ， 酒井康彦 （教J ， 三柿監物
（葵） の 3 候柿について選考 し たが， その結果酒井教授が
次期附属図書館長 ！と選ばれ た 。
酒井新附属図書館長は 乙 と し54才， 富山県出身で昭和 9
年京都’帝国大学を卒業， 後富山県立砺波中学校， 富山高等
女学校， 富山師範学校， 同附属小学校主事を経て24年本学
創立 と と も に教育学部助教 t立 と し て若任， 26年か ら 30年ま
で附属小学校長， 同幼稚I��長を 併 任， その後文 化部会委員
認定部門�fJ. 会委員 ， 入学者選抜方法研究委員会委員 ， 教
科用図書検定調査得議会調査員 ， 一般教育委員会委員 ， 同
審議会委員の各和委員を勤 め た 。
昭 和 40 年 度
大学院修士学位記授与式
第 2 巨｜富山大学大学院薬学修士学位記授与式は， 3 n1 8
日 （金） 午前 1 0時か ら本部会議室 で と り 行な われた。
乙 の 日 の修了者は 1 4名 （ う ち大子 1 ：名） で ， その氏名，
修二L�j；：位論題は次の と お り
（氏名〉







グ リ セ リ ン処躍に よ る ア セ チ ル コ リ ン
叉容休の消長
胆汁排 i'l＼作用 lと閲する薬恕学的問先
化学療法剤 の合成 と その抗微生物作用
2 . 3のr-Butyrolactone の 定量研究
Racemic α－hydroxy－β . ,B-dimctbY 
1-r-hutyrolactone の工業的製 法 ！と
お け る 工程管理の研究
� 官 主P.!f 紘 Azaquinolizine 類の合成研究
棚 田 成 紀 ト リ ク ロ ル酢酸 ニ ・ノ ケ ルの分解機構
中 川 達 朗 フ エ ノ ー ルの メ タ 位ア ル キ レー シ ヨ ン
野 原 富士夫 Azaquinolizine 類の合成研究
古 市 泰 宏 酵素阻害剤 の研究
井 健一郎 Clostridium perfringens の菌体 外 毒
素の生化学的研究
横 山 浩 B i 脱硫置換休の微生物に よ る ア ン チ
B 1 作用 の 定性的検討
脇 功 巳 心筋に お け る和漢薬作用の分子薬理学
的ア プ ロ ー チ
渡 辺 �v」 α. ,B-Unsalurated Cycloalιenones お
よ び 1 - Acetyl Cyclohexene の ヒ ド
ラ ゾ駿 （ H N a） と の反応
昭和4 1年 1 月 － 3 月
｜ 昭 和 40 年 度 卒 業 式
i 第1 4四富山大学卒業式並びに第 5 凹富山大学経営短期大
i 学部卒業式は ， 3 月 1 9 日 （土） 午前 1 0向 か ら 黒田 講堂 で挙！ 行 さ れ た 。
i と の 日 の手作業生は， 各学部 64J ；； ， 経営短大85名 で ほ か
i に専攻科修了�I: 1 名。 l軌て卒業 （修了） 証書を授与 さ れ
i た後， �：：長1±�辞， 大国税砕 （代読） ， 吉田県知事 ら来賓の
｜ 祝詞があ り ， ζ の あ と卒業免を代 表 して松本由紀子 （薬学
！ 部） ， 佐々 木準一 （経営短大〉 の両君が答辞を述べ， 蛍の
｜ 光の奏楽の う ち に式が終 った。
! 各学部学科別卒業生数は次の と お り
｜ ｜ 学 部 ｜ 学 科 等 ！ 男 ！ 女 ！ 計 ｜
｜ ｜ l 文 学 科 ； 1 1 [ 30 1 41 ｜ コk； 迎！ 学 部 犯l ミ之 科 51 ! 7 5 8 I ! c,J i 62 ！ 刊 99
｜ ！ 小学校数封誌成課程 ！ 6 ! 39 [ 4 5 1 1 教 育 学 笥i I =i:i学校教Lil誌！£
I i Cイ、L守） I 37i 75 1 1 2  
l互互竺B経 済 学 不可11154I i�ユヤ 学 利 i '.t-if-I 1 電 気 工 学 科 i 36 1 i 36 ｜ ｜ 工 業 化 学 科 i 58! o I 58 
｜ 工 学 部 ｜ 金 属 工 学 科 I 371 o ! 37 
I ｜ 機 械 工 学 科 I 5 1 1 o I 5 1  
I I （小計） ｜ 同21 o I 1 82 1 一一一一！一 計 ！吋 1 64沼
恒竺坐空 ｜ 倒科 仰 部） I -3_＿ 止�I
〔専攻科修了生〕
i 経 済 学 専 攻科 l 経 型 経 営 専 攻7 イ可 1 
昭和41 年度入学試験
昭和4 1年度入学試験は， 3 月 23, 24の両 日 実施さ れたが
本年は， 戦後のベ ビ ー ブー ム lζ伴 って大学進学希望者の急
増す る 第 1 年度に あ た り ， 志願者及び受験者は本学創立以
来最高の数 と な っ た。
各学部の志願者， 受験者， 合格者等の各数は次の と お り
で あ る 。
i品＼科 学 科 等 闘 志願 ｜ 受験 ｜ 欠試 防｜ ＼｜ 仏員｜ 者数 ｜ ：者数 ｜ 者数 ｜者数
； ！ 文 学 科 i 4oi 4aa'. 20a: 22o
f45 
i 文理学部 ｜ 理 学 科 I 6o f 叫 吋 1 76 / 60 
I I c材「） j 1 OO j 969J 573 1 396 1 1 05 







I員 1 1 '"山 竹＂内ul教育学部 50 447 
1 501 1 2 1 7  
経済学部 ｜ 経 済 学 科 I 1 50 1 1 刊
薬 寸企"4 科
薬 学 部 ｜ 製 薬 化 学 科
（小計）
工 業 化 学 科
金 属 工 学 科
50 667 
50 32 1 
1 00 988 
40 326 
40 288 
40 1 77 
50 366 
561 
343 324 50 
1 65 1 56 50 
508 480 1 00 
1 99 1 27 40 
1 70 1 1 8 4 1  
1 25 52 401 





















40· 247 1 8 1  66 40 
40 250 
250 1 654 
1 7 1  
1 050 
79 4 1  
604 252 
15- 音十 l 吋 6573 1 4吋 2叫 川
｜ 実智喜 ｜ 経 （第？部）科 I 8oJ 1 901 
学内職員 レ ク リ エ ー シ ヨ ン
講 演 会
1 01 951 
本 学職員 レ ク リ エ ー シ ヨ ン文化部会で は ， 昨年秋， j中縄
教育指導委員 と し て文部省 か ら 派遣 さ れ， 9 月 か ら 1 2月 ま
で 4 カ 月 に わ た り 沖縄各地を教育行脚 さ れ た本 学教育学部
黒坂富治助教授 を迎え， 文化部会各班員 を対象に下記の と
お り 講演 会を 聞 い た 。
記
と き 1 月 26 日 （水） 1 2時30分～
と 乙 ろ 附属図書館視聴覚教室
講演題 目 沖縄に お け る 教育文化 の現、況につ い て
（ ス ラ イ ド 使用 ）
囲碁大会
と き 2 月 5 日 （土） 1 2時30分～
と 乙 ろ 職員 ホ ー ル
競技結果
A級①浦 田 隆志 （会） ①高野兼吉 （教〕
B 級①金坂 績 （文） ①高松平吉 （庶）
C 級①堀 重男 （経） ①黒田信吉 （学）
将棋大会
と き 2 月 1 2 日 （土） 午後 1 時～
と 乙 ろ 職員 ホ ー ノレ
競技結果
A 級 優勝一大坪力蔵 （会） 次勝一福村一男 （教）
B 級 優勝一村井 弘 （会） 次勝一奥貫晴弘 （文）
パ ト ミ ン トン大会
と き 2 月 1 9 日 〈土） 1 2時30分～
と と ろ 新体育館
品』」寸巴
競技結果 優勝一経， 図 ， 短 チ ー ム
次勝一工学部 チ ー ム
卓球大会
と き 2 月 26 日 （土） 午後 1 時～
と ζ ろ 小体育館
競技結果 優勝一教育学部 チ ー ム
次勝一文理学部 チ ー ム
麻雀大会
と き 2 月 26 日 （土） 午後 1 時～
と と ろ 職員 ホ ー lレ
競技結果 優 勝一若林俊吉 （厚）
準優勝 加藤昭作 （会〉
三 位一草 島幸雄 （学）
高森乙松教授 の 逝去
教育学部高森乙松教授 は ， 胃 ガ ン の ため 3 月 1 日 金沢大
学医学部附属病院で永眠 さ れた。
教授 は昭和 6 年富山 県立実業補習 学校教員養成所を卒業
後郷里に近い尋常高等小学校， 農業補習 学校 に 勤 め てい た
が， 昭和 9 年東京帝国大学農学部附属農業教員養成所に入
学， 同 1 2年卒業後， 福 島県立青年学校教員養成所， 福島県
師範学校， 富山県立婦負農学校lζ奉職 さ れ た。
戦後昭和22年長野青年師範学校， 富山 師範学校を経て昭
和24年本学創立 と と も に教育学部助教授 と し て そ の 任 に着
かれ36年教授 に昇任今 日 に至 った。
教授 は ， 畜産学や飼料学の専門家 と し て ， 家畜の病理，
飼育な ど の研究 lと 専念 さ れ ， 昭和34年 「本邦に お け る 家畜
の 甲 状腺睦 に 関す る 研究」 lとよ り 本 学 と し て は最初の農学
博士の 学位を授与せ ら れ た 。
又， 昭和38年か ら 同40年ま で教育学部附属 中学校長を併
任 さ れれてい た。 享年54才で あ っ た 。 富 山 県 出 身
な お ， 生前の功績を称え 3 月 1 日 付で従四位に叙 し ， 併









事務補佐員 坪 田 広信
工 学 部
助 手 岩城 敏博
報
＜改 姓＞
工 学 部 西尾 武 （旧 姓 ・ 今枝）
’J 山 外 紀美 （ ／／ ・ 中J l l )
＜住所変更＞
庶 務 課
事務官 野 口 隆
教育学部
助教授 藤森 勉
技 官 結城 義之
経済学部
講 師 瀬悶 吉彦




教 授 加藤 正
4ア 室町 繁雄

















教 諭 形川 f.，.釘、
技能員 平石佐一郎
昭和4 1 年 1 月 一 3 月
主 要 日 誌
｜ 本 郵
1 月 4 日 新年祝賀式
6 日 事務協議 会
1 3 日 非常勤職員保 険関係説明会
1 7 日 学部長懇談会
。 評議会 （第1 2回）
26 日 国立大学人事事務担当 部課長会議 （文部省〉
。 講演会 本学職員 R 文化部会
（沖縄の教育文化の現況に つ い て ， ） 講師 教育学郎 黒坂富治助教授／
27 日 後援会役員 会
。 学務係事務打合会
29 日 補導協議会
3 1 日 県下大学長連絡会議 （河合旅館）
2 月 4 日 社会教育研究問題懇談会
。 国立大学協会総会 （東京大）
5 日 本学職員 R 四悲大会
7 日 国立大学協会第 4 団事務連絡会議 （東京大）
9 日 国家公務員災補償法の改正に 関す る 意見の 申 し
山 に つ いての説明会 （名 古屋）
1 0～ 1 2 日 関東 ・ 東海 ・ 北陸地区人事行政研修 （文部
省〉
1 1 日 評議会 〈 第 1 3回） 及 び協議会 （第 3 回）
1 2 日 事務協議会
。 本学職員 R 将棋大会
1 2～21 臼 入 学願書受付
1 4 目 指定統計調査東海北陸 ブ ロ ッ ク 指示説明会 （名
古屋大）
1 5～25 日 40年度第 2 回人事事務研修 （文部省）
1 6 日 国立大学学生部長地 区代表会議 （東京大）
。 第 6 回北陸地区文部省共済組合事務打合会 （金
沢大）
1 7 ・ 1 8 日 国立大学学生部長会議 （虎ノ 門共済会館）
1 9 日 本学職員 R ノマ ド ミ ン ト ン大会
。 40年度富山共済組合 R 王子3求大会
24 日 国立学校防火施設整備工事説明会 （文部省）
24 ・ 25 日 防火管理者資位講習会
25 日 学寮補導委員会
25 ・ 26 日 第 8 回北陸 3 大学施設担当者研修協議会
26 日 本学職員 R 卓球大会及び麻雀大会
。 全国公務員 R 富山地区囲碁及び将棋大会








1 1 日 工学部 問題特別委員会 29 日 課外講演会 （沖縄の教育文化 の現況 に つ い て．
1 2 日 補導協議会 講師， 教育学部黒坂助教授）
。 停年退職教官歓送会 2 月 2 日 人事教授会
1 5 日 評議会 （第 1 5回） 9 日 教務委員会
1 7 日 補導協議会 ・ 学寮補導委員会合同委員会 。 補導委員会
// 建築委員会 。 教授会
ィ7 全国公務員 R富山地 区運営委員会常任委員会 1 5 日 選考委員会
1 8 日 大学院学位記授与式 1 6 日 選考委員会
1 9 日 卒業式並びに修了式 ィク 人事教授会
23 ・ 24 日 入学試験 1 7 日 専攻科設置準備委員会
25 日 評議会 （第 1 6 回） 1 9 日 選考委員会
25 ・ 26 日 北陸 3 大学施設担当者技術研修会 23 日 選考委員会
30 日 評議会 （第 1 7回） イア 臨時教授会
3 1 日 合格者発表 25 日 選考委員会
// 事務系停年退職者送別会 28 日 選考委員会
｜ 文 理 学 留 ｜
3 月 2 日 呉 山会役員会
4 日 教育実習委員会
1 月 1 2 日 第 1 1 週便 業開始 .,,, 補導委員会
！ ？ 日 学部図書委員会 5 日 特別教職課程委 員会
1 9 ・ 20 日 全国文理学部長連絡協議会 （埼玉大） 8 日 選考委員会
26 日 教 授会 9 白 人事教授会
。 人事教授会 1 1 日 呉 山会役員会
々 学部新年祝賀会 1 2 日 人事委員会
2 月 2 日 学部改組打合会 1 4 日 教務 ・ 補導合同 委員会
8 日 選考委員会 。 教務委員会
9 日 教授会 。 教授会
。 人事教授会 1 5 日 附属小学校卒業式
1 5 日 後期授業終了 1 6 日 選考委員会
1 6 日 選考委員会 。 人事委員会
ィア 人事教授会 1 7 日 附 属 中学校卒業式
.,,, 学部改組委員会 1 8 日 附属幼稚園修了式
1 7 日 文理学部同 窓会理事会 22 日 選考委員会
1 7～24 日 一般教育期末試験 23 ・ 24 日 入学試験
24 日 学部補導委員会 28 日 教育専攻科入学試験
3 月 9 日 教 授会 。 教育専攻科入学選考小委員会
。 人事教授会 。 選考委員会
1 4 日 原 研共 同 利 用 懇談会 29 日 人事教授会
1 9 日 学部卒業祝賀会 // 教授会
23 ・ 24 日 入学試験 30 日 教授会
29 日 人事教授会 。， 教務 ・ 補導合同委員会
30 日 教 授会 ｜ 経 済 学 部 ｜
｜ 教 育 学 協 1 月 8 日 授業開始
1 月 1 8 日 専攻科設置準備委員会 ・ 教務委員会合同委員会 1 9 日 40周年記念事業委員会
1 9 日 人事教授会 20 日 教務委員会
ィ？ 教授会 。 第 1 3回教授会
2 1 日 選考委員会 ’F 人事教授会
25 日 選考委員会 24 日 職業補導委員会
- 1 8 ー
報27 日 人事教授会
// 経済学部 ・ 短期大学部合同委員会





1 0 日 常任委員会
// 研究所所員会議
// 第 1 4回教授会
々 人事教授会
22 日 職業補導委員会
3 月 1 日 人事教 授会
2 日 第 1 5回教授会
1 0 日 教務委員会
// 第 1 6回数授会
ペア 人事教授会
1 4 日 人事教段会
1 5 日 職業補導委員会
1 7 日 節 17回数授会
// 人事教授会
30 日 第 1 8回教授会
// 人事教授会
［＿！＿ 土 匂＿ ［
1 月 1 0 日 授業開始
1 6 日 日 本薬学大会準備委員会；L仁子薬剤 師部会
19日 教授会
20 日 大学院薬学研究科 （釦 2 次非集〕
。 入学願書受付 （31 日 ま で）
27～29 日 日 本薬学大会準備委員会 （大会部部会 ）
2月 4 日 日 本薬学大会 準備委員会資料展部会
5 日 卒業予銭会 （学生会館）
8 日 薬 学部図書委員会
9 日 教授会
グ 大 学院薬学研究科委員会
1 2 日 日 本薬学大会 準備委員会薬剤 学製剤 学部会
。 大学院薬学研究科第 2 次入 学試験
1 4 日 大 学院薬学研究科委員会
1 4 ・ 1 5 日 日 本薬学大会準備委員会
1 7 日 富山薬窓会役員会
1 8 ・ 1 9 日 修士論文発表会
1 9 日 授業終了
2 1 日 補講民 業 （26 日 ま で）
22 日 熊本大学薬学部庶務係長， 厚生係長来学
28 日 次期薬学部長候補者選挙
。 教 授会
。 期末試験 （ 3 月 8 日 ま で ）
昭和4 1 年 1 月 一 3 月
3 月 1 0 日 教授会
。 大学院薬学研究科委員会
1 1 日 輸入免税品検査の た め大阪税関 計算管理室長樋
本義 雄氏来学
1 5 日 富山薬窓会役員会
1 8 日 教授会
ク 大学院薬学研究科修了式
1 9 日 卒業式
。 富山薬窓会総会
。 卒業祝賀会
23 ・ 24 日 入学試験
30 日 教授会
3 1 日 合
格
者発表
！ 工 学 鼠 1
1 月 1 4 日 学部補導委員会
1 9 日 教 授会
2 月 2 日 専任教授会
9 日 教 授会及び専任教授会
1 6 日 学部補導委員会
1 8 日 北陸信越・工業教育協会富山県文部主催講演会
23 日 学部長候補者選挙
3 月 1 1 日 工学部の 問題 に 関す る 特別委員会
1 4 日 教 授会及び専任教授会
23 ・ 24 日 入学試験
30 日 教授会
｜ 附 属 図 書 館 l
1 月 7 日 事務打合会 （第 5 回）
1 7 日 時間外開館開始
2 1 日 附民図書館附議会 （第 3 回〉
2�～28 日 ド キ ュ メ ン テ ー シ ヨ ン講宵会 （東京大）
2 日 1 9 日 浅間 館長離任
20 日 酒井館長発令
24 日 事務打合会 （第 6 @I) 
。 時間外開館休止
28 日 附属 図書館要覧刊行
3 月 4 ・ 5 日 映写技術 講習会 （教育学部）
8 日 事務打合会 （第 7 回）
1 1 日 増加図書 目 録 （ 昭39） 刊行配布
！ 経営短期大学部
1 月 1 0 日 授 業開始
一 1 9 -
1 1 日 入試問題作成委員会
2 1 日 教官会議
25 日 ゼ ミ オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
27 日 合同委員会
29 日 授 業終了
3 1 日 補講
第74～76号




1 0 日 春季休業開始
1 7～1 9 日 追再試験
22 日 入学願書受付開始
3 月 3 日 入学願書受付締切
4 日 教官会議
9 日 非常勤講師と の打合懇談会
1 1 日 教 官会議
。 入試事務打合会
1 5 日 編 ・ 再入学願書受付締切
1 6 日 入学試験
1 7 日 入学試験問題採点
1 8 日 入学者選考資料完成
1 9 日 第 5 回卒業式を挙行 し た
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